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DATE

TITLE マテリアル課題の設計背景について

No.令和 ・7 8/22背景①：マテリアル産業の課題・・・研究開発効率を如何に上げるか 2

※みずほ総研分析による／R&D効率の算出についても同様の手法を用いた（下記）
2010年度R&D効率＝（2008年～2010年の営業利益の総和）÷（2003年～2005年のR&D費の総和）
2021年度R&D効率＝（2019年～2021年の営業利益の総和）÷（2014年～2016年のR&D費の総和）
（出所）SPEEDAよりUMI作成（素材化学セクターのうち、肥料・ガス専業企業を除いて編集）

日本とグローバル化学企業Top25のR&D効率※ （左：2010年→右：2021年／横軸売上）
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 マテリアル産業は、我が国初の有望な事業が多く、研究開発のポテンシャルは高いはず→大企業による研究
開発効率はグローバル企業と比較すると著しく低い・・・我が国におけるGDP貢献度から考えて打ち手が必要



DATE

TITLE マテリアル課題の設計背景について

No. 3令和 ・7 8/22背景②：マテリアルユニコーン創出の可能性

出所：日本経済新聞2021年12月3日朝刊

 我が国でもユニコーンが産まれつつあるが、マテリアル分野の位置づけ・意義は大きく、グローバルに比して
劣っているとはいえない・・・マテリアル分野のユニコーン（マテリアルユニコーン）創出こそが有望ではないか
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4令和 ・7 8/22一方で、まだまだ少ない我が国のユニコーン

 ユニコーン企業（企業価値1,000億円以上）の数は、米国644社、中国172社、欧州154社に対し、日本は6社
 日本でユニコーンがGDPインパクトを与えるほどにまで増えるには、余地がある→マテリアル産業こそできないか

（社） （$B）

国別ユニコーン企業の数と企業価値（2022年）

出所) CB Insight Global unicorn club(2022)
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TITLE マテリアル課題の設計背景について

No.令和 ・7 8/22第3期SIP研究開発方針・・・マテリアルユニコーンを育成する基盤の構築へ 5

★第3期SIPマテリアル課題におけるミッション（SIPにより実現される結果・社会）★

 マテリアルユニコーンが次々と生まれる、データ駆動開発の基盤をフル活用した「マテリアルユニコーン育成基
盤」をベースとしたエコシステムの確立

 我が国からマテリアルユニコーンを数多く創出（＝高研究開発効率のインパクトある企業の創出）

 上記の結果、「マテリアルの社会実装に必要なプロセスデータは必ず日本を経由しなければならない」状態の
創出→以て、我が国マテリアル産業の競争力強化

×実現の為に解決必要な課題× ◎第3期SIPにおける取り組み（研究開発方針）◎

 我が国にはマテリアルに関するデータプラット
フォームや、開発を推進する評価分析・スケー
ルアップのプラットフォーム等、インフラは複数
存在しており、この活用こそが肝要。

 グローバルのスタートアップへの投資環境は
益々拡大傾向。我が国には将来ユニコーンと
なりそうな有望なテーマが多く存在。

一方で、

 我が国はユニコーン化するまでのスタートアッ
プへの投資環境が成熟しきっていない＆研究
テーマからのユニコーン創出環境が無い

 加速する為のデータ・プロセスインフラが散在
（国内に類似インフラが並立傾向）

 我が国が目指すべきマクロトレンドを意識したボトル
ネック課題を解決する、我が国マテリアル産業として
GDPの押し上げに繋がる分野における、ユニコーン
予備軍の導出と、それを産むエコシステムの形成

＜ロールモデルとしての実例創出＞
 Stage 2までの引き上げ＋SIP終了後速やかに

起業＋1年内に10億円以上の調達実現
 起業後10年で時価総額1,000億円以上で上場

する明確なEquity Story

＜エコシステムの核となるプラットフォーム構築＞

 上述の実例を加速するデータ駆動開発基盤の
構築and自立運営モデルの確立

 マテリアルユニコーン創出インフラとして強化
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No. 6令和 ・7 8/22マテリアル産業としての第3期SIP取り組み仮説

データ駆動
開発

3

リスクマネー
供給量増加

5

取組仮説 仮説の概要

（企業価値の）

発射台を上げる

1

 川上産業のためサプライチェーンが長く、ディープテックである為、開発が多岐にわ
たり、リソース・人手・金がとにかく必要だからこそ、データ駆動開発をフル活用

 ビジネスモデルからのバックキャスティングにより競争力の源泉にする

 ディープテックである為、資金が多く必要にもかかわらず資金が集まりにくい状況を
打破し、Big Themeにして投資家に積極的に魅力度をアピールする仕組みを構築

 国の他の政策と連動

 起業時から最初のファイナンスにおける企業価値を上げる

 そのために創業直前時、創業直後時含めて厚めに資金投下し、徹底的にサイエン
スとビジネスモデルを磨く・・・人々が共感・納得できるテーマとして最初から作り込む

ソフトインフラ
＆人材育成

4
 アカデミアのインフラ・資産活用に関する知見が構築され、共有されることで、アカデ

ミアに正当な対価が払われる仕組みへ

 起業のイメージを明確に持たせるアントレプレナー教育を起業候補者だけでなく、
様々な人たちに提供

 命題はマテリアル産業において研究開発効率の高い、ユニコーンベンチャーを如何に効率よく沢山産むか

→FSの結果、ユニコーンに至るまでのバックキャスティングによる「最初の一歩」と「加速する環境」こそ肝要

Big Theme
を目指す

2  大きな資金ニーズ＝世界中の投資家が投資したいと思えるテーマとする

 世界的な社会課題解決や、グローバルで広がりそうな、人々が共感しやすいマクロト
レンドに則ったボトルネック課題を解決できるテーマとする

打ち手①

最初
の

一歩

打ち手②

加速
する
環境

＜情報発信やネットワーキングにより実現＞
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No.

 開発に多大な時間がかかるマテリアル産業でユニコーンを生むためには、創業初期からマクロトレンドを意識し
たBig Theme（＝ボトルネック課題の解決）と、プロセスまで想定したデータ駆動開発による加速が肝要

令和 ・7 8/22マテリアルユニコーンを産む為に：マクロトレンドとデータ駆動開発 7

0年 5~年 8~年 11~年 15~年 20~年

Stage5
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水＝事業推進に必要な資金
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数10億円

数億円

如何にテーマを効率よく
創出できるか

如何に市場を意識して
開発を進めるか

如何に多くの要素を収束
させながら市場要求に

最適化させるか

20-30年後の、必ずやってくる社

会課題（＝マクロトレンド）を意
識し、将来を想像しながらStage 
1から大型化するテーマを選び、
効率よくStage2-3を超える為の
仕組みが必要
⇨マクロトレンド×将来プロセス
まで想定したデータ駆動開発

・・・研究開発効率向上にもつな
がるはず！
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No.令和 ・7 8/22 8マクロトレンド＝必ずやってくる、ほぼ確定している未来

人口動態

地球環境

経済

エネルギー

宗教

水・食

政治

社会動向

技術

ほぼ確定している未来
ほぼ確定している未来
に強く影響する事項

ほぼ確定している未来
に強く影響する事項
に強く影響受ける事項

影響 影響

 地域別・年齢別人口、
所得分布、都市化

 地域別地球温暖化、
CO2排出量

 経済規模・シェア、成
長率、労働生産性

 エネルギー需要、燃料
価格

 宗教分布（キリスト教、
イスラム教）

 水資源、食糧生産

 地域統合、覇権国家

 デジタル化、医療・農
業技術、機械化

 資本主義、家族構成、
個人の価値観

特に重要なことはここから引き起こされる社会課題、
そして、社会課題のボトルネックとなる課題（＝ボトルネック課題）

ボトルネック課題の解決こそが目指すべき目標
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No.SDGsとは？＝「マクロトレンドが引き起こす社会課題」の解決による持続性確保

• 食糧生産効率向上素材
• 農業用バイオ製剤
• フードロス対応技術
• 代替タンパク質

• 全ての人が使える安価
な医療デバイスや衛生
素材

• 次世代医薬品、医薬品
製造技術

• 協働型ロボット
• 遺伝子検査/治療
• バイオセンサー

• 木質、植物資源活用素
材、エネルギー

• 木質、植物の育成促進
• バイオ化学品

• 金属、プラスチック等の
リサイクル技術

• マテリアルリサイクル
チェーンの構築

• 次世代高速通信規格
• 量子コンピューター
• Additive Manufacturing
• Materials Informatics

• 安価でスケーラブル、ま
たはコンパクトな水処理
システム

• パワー半導体
• 次世代再生可能発電
• 次世代電池
• ワイヤレス給電

• 熱コントロール素材

• 水素/アンモニアEnergy
• バイオ化学品
• CCU
• CDR（特にDAC）

• 低負荷な海水淡水化
• 陸上養殖技術

令和 ・7 8/22 9
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No. 10令和 ・7 8/22これからのユニコーン・・・世界のDeep TechスタートアップはほとんどがSDGs目指す

出所：BCG”Deep Tech, the Greate Wave of Innovation”
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No. 11令和 ・7 8/22マテリアル産業としての打ち手

出所：デロイト社FS調査報告書より

マクロトレンドが引き起こす
様々な社会課題

☟
マテリアルによる

ボトルネック課題の解決
（これによる持続可能性確保）

ができる分野

☟
マテリアルがキーとなる市場
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No.マテリアル産業においてユニコーンとはどういうイメージか？ 令和 ・7 8/22 12

 一般に、上場株式市場においてマテリアル産業はITや創薬などと比較して「収益の確実性」が要求される傾向

・・・相応の市場規模で、意味のあるシェアを獲得し、大きい売上・利益を産めなければユニコーンにはなれない。

上場株式市場における
企業価値（EV）

1,000億円以上

上場株式市場における
EV/EBITDAマルチプル

20倍以上

利益率（EBITDA Margin）
20%以上

獲得シェア

25%以上

顧客市場の規模

2,000億円以上

 ユニコーンの一般定義・・・下記ロジックから逆算すれば売上200-300億円規模で
初めてユニコーンになり得る→さらなる企業価値＝株価の向上には1,000億円級
の売上を目指せることが必要であり、その為の成長シナリオを明示要。

 マテリアル産業のEV/EBITDAマルチプルの平均は9.8倍→マテリアルユニコーン
は一般大企業より付加価値の高い事業を営む期待値からこの2倍相当が期待。
故、想定EBITDAは50億円以上。

 材料が競争力の源泉となる事業を前提とした場合、機能性素材において売上に
対するEBITDA Margin20%以上は一般的であり、保守的におしなべて20%と推
定。故、想定売上は250億円以上。

 クープマンの目標値に基づき、「競争状態から抜け出し、市場に一定の影響力を
与える」とされるシェア水準値を採用。故、競合含めて1,000億円以上の市場。

 ユニコーンを生み出せるポテンシャルがあると想定される、マテリアルユニコー
ンの顧客市場＝ターゲット市場の規模の下限値。

顧客製品に占める比率

50%
 材料が競争力の源泉となる製品の場合、製品に占める原材料としての材料の

比率が高く、例えばバッテリーの場合70%に至る為、おしなべて50%と推定。

ユニコーンとPlayする市場規模の関係

これが当面の目標
＝一般的な大企業が目指す新事業の規模感と同じ

出所：デロイト社 内閣府第3期SIP FS資料より一部改変
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No.ユニコーンに至るための資金調達シナリオ 令和 ・7 8/22 13

そもそもユニコーンに至るまでの総資金調達額（＝必要額）の定義が必要・・・1,000億円の事業にする為には最
低200億円程度〜数100億円単位で資金が必要であり、それに応じた企業価値成長が肝要

企
業

価
値

1,000億円

0.2億円

事業開始 IPO or M&ASeed Series A

起業時に
20百万円

用意

30億円
1億円

2億円

10億円

Series B

80億円

20億円

Series C

200億円

50億円

Series D

400億円

100億円

ほぼエンジェル
投資家 このフェーズの投資家

はExit時に10x以上要求

ラストファイナンス
に特化した投資家
も最後に2xは必須

1,000億円でIPOするためには、

当然にそれ以降も成長していく、
というシナリオが必須

ユニコーンに至るまでの資金調達シナリオ（資本政策）のイメージ

SIPでここを実現

＝如何に投資家に対して、
インパクトのある事業として

アピールできるか
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No.一般的な日本のディープテックスタートアップのファイナンスイメージと課題

ファイナンス
ラウンド

起業から
の時期

事業フェーズ
PreMoneyVal.
のイメージ

調達額の
イメージ感

Series A 1～3年 やっと会社の形に ～10億円 1～3億円

Series B 3～5年 事業（収益の目標）が少
しずつ見えてくる

～15億円 3～5億円

Series C 4～7年 量産に向けた取り組み ～30億円 5～10億円

Series D 6～10年 黒字化に向けたラスト
ファイナンス

～100億円 10～億円

北米は概ねこの2倍～3倍くらいの感覚・・・日本のスタートアップは割安＆まだまだ成長余地
※北米水準にならないと、ユニコーン（企業価値1,000億円）にはなれない！

日本の一般的水準でいうと、Series Aファイナンス時点で「Series C」ファイナンス相当の
状態を作り出す必要がある→この最初の一歩の実現が本SIP課題のミッション

令和 ・7 8/22 14
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No. 15令和 ・7 8/22サイバーとリアルの融合によるユニコーンを目指せ！・・・「用途特化型アプリ」

 事業化テーマのビジネス面・開発面での加速を大きく促進し、競合に対して一気に優位性を確保する為、国の
データ基盤を活用して、ビジネスモデル・市場ニーズからのバックキャスティングで設計するデータ駆動による加
速ツールと定義する・・・データ駆動により、どうやったら誰よりも早くできるか？という観点が肝要

用途特化型
アプリ

狙う市場
・

解決する
社会課題

検討の順番（必ず、社会課題→想定顧客ニーズからバックキャスティング＝どうやったら早くできるか？）



DATE

TITLE マテリアル課題の設計背景について

No. 16令和 ・7 8/22データ中核プラットフォームによる用途特化型アプリの開発支援

顧客
スタートアッ

プ

課題

解決

要求

性能

製造

レシピ

試作

検証

用途特化型

アプリ
サイバー

フィジカル

アプリ更新

↑
検証データ蓄積

製造装置

制御

製品

サンプル

マテリアル

ModelOps

* ModelOPs：予測モデルの構築・実装・品質管理・運用・更新のライフサイクルを実行（Operation）していく枠組み

データ中核プラットフォームの支援機能＝データ収集蓄積機能・アプリ開発資源・運用/更新基盤

 用途特化型アプリ活用でいち早く顧客の課題（要求性能）に応える解決（製品サンプル）を提供

 マテリアルModelOPs*：サイバー・フィジカル連携で用途特化型アプリを持続的に更新

応募にあたり用途特化型アプリについて考えて頂き、中核拠点（NIMS事務局）と事前相談をお願いします。



DATE

TITLE マテリアル課題の設計背景について

No. 17令和 ・7 8/22ユニコーン創出のために求められる育成プラットフォームの機能

 スタートアップ（サブ課題C）の発展形態に合わせ、事業化支援（サブ課題A）とデータ駆動開発支援（サブ課題B）をセット
で提供できる環境が「育成プラットフォーム」→本SIP課題ではBRIDGEも活用して、第1～3形態の加速化を試みる。

第1
形態

第2
形態

第3
形態

第4
形態

第5
形態

第6
形態

創業前（起業予備軍）

スタートアップ起業・創業

最初の外部資金調達
（Series Aファイナンス）

売上に繋がる事業会社
との連携

グローバルVCからの調達

ユニコーンとしてIPO
＆収益性高い事業へさら
なる成長

データ駆動開発支援事業化支援

創業指南（ビジネス思考）

起業支援
（起業手法・利益還元手法）

資金調達支援

事業会社連携支援
（ビジネス思考）

資金調達支援
（グローバル思考）

IR支援（グローバル思考）

スタートアップの
ビジネスに合わせた

データ駆動開発環境の提供

マテリアル事業化イノベーション育成プラットフォーム

サブ課題Cの個別テーマ毎に

用途特化型アプリの開発を
通じて構築（サブ課題B）
→データ中核拠点を核

サブ課題Cの個別テーマ毎に

各大学の産連本部などに検
討し、知見構築し共有

（サブ課題A）

スタートアップの
発展形態

本SIP課題（及びBRIDGE課題）の領域

サブ課題A サブ課題B
サブ課題C



DATE

TITLE マテリアル課題の設計背景について

No. 18令和 ・7 8/22第1形態：創業前（起業予備軍）

 データ中核基盤と事業化支援部門が連携し、創業を企図する研究主体となるアカデミアの創業を支援する。

 最初から、ビジネス・市場を見据え、勝てる技術・ビジネスモデル（含データ駆動開発）を志向し、創業準備行う。

研究主体
アカデミア

データ中核
基盤

知財

事業化支援
部門

事業化・起業指南
起業サポート
技術PoC指針支援

事業化研究開発費用
支援
経営者採用支援
知財戦略支援

用途特化型アプリ
インテグレート
利用料支払

外部支援業者
（戦略コンサル等）

ﾃﾞｰﾀ利活用
ｲﾝﾃｸﾞﾚｰｼｮﾝ

個別
基盤

個別
基盤

・・・

専門知見

支援一部
委託

（費用支払）

対価支払
国

（SIP）

トリガーマネーとして支援

個別データ基盤/評価資産利活用・FB

事業化支援部門とデータ中核基盤がセットとなり、
将来のユニコーンとなるような事業化シナリオの
成立を支援・・・このセットが「育成エコシステム」
のコアとなるプラットフォームとなることを想定

創業前からビジネス化を想定
し、事業化支援部門のガイドの
もと、戦略コンサル等活用し、
ビジネスシナリオ立案



DATE

TITLE マテリアル課題の設計背景について

No. 19令和 ・7 8/22第2形態：スタートアップ起業・創業

 研究主体のアカデミアの特許中心とする知財、データ中核基盤等に帰属する用途特化型アプリを創業時のコア
資産としてスタートアップを創業・・・将来にわたり、関連機関に対価が支払われる仕組みを構築。

研究主体
アカデミア

データ中核基盤

知財

事業化支援
部門

利用対価支払

起業支援

創業時事業環境構
築支援
経営者等採用支援

外部支援業者
（創業支援業社等）

ﾃﾞｰﾀ利活用
ｲﾝﾃｸﾞﾚｰｼｮﾝ

個別
基盤

個別
基盤

・・・

専門知見

支援一部
委託

費用支払
スタートアップ

用途特化型アプリ

共同開発費
ﾗｲｾﾝｽ費専用実施権

専用実施権

リアルデータ
FB

円滑なSUとの
連携支援
対価支払調整

支援対価
支払

対価支払

利用対価支払

個別データ基盤/評価資産利活用・FB

各対価の支払いは運営コスト見合い
の現金のみならず、株式等による支
払いも想定（以降同じ）

各種支援を行う、事業化支援
部門に対しても対価支払いが
されるように設定

創業支援業社の例としては、
• 会計士

• デロイトトーマツベンチャー
サポートなどの支援企業

• アクセラレーター
などが想定

創業のタイミングで用途特化型アプリ
が創成→スタートアップの事業活動
から得られるリアルデータのFBにより、
より洗練されていく



DATE

TITLE マテリアル課題の設計背景について

No. 20令和 ・7 8/22第3形態：最初の外部資金調達（Seed以降→Series Aファイナンス想定）

 創出したスタートアップが将来ユニコーンとなる為の企業価値形成として最初の重要な一歩となる、最初の外部
資金調達においては、スタートアップが可能な限り有利な条件となるよう事業化支援部門が資金調達をコミット。

研究主体
アカデミア

データ中核基盤

知財

事業化支援
部門

利用対価支払

資金調達
交渉・PR

外部支援業者
（資金調達支援業社等）

ﾃﾞｰﾀ利活用
ｲﾝﾃｸﾞﾚｰｼｮﾝ

個別
基盤

個別
基盤

・・・

専門知見

支援一部
委託

（費用支払）

スタートアップ

用途特化型アプリ

共同開発費
ﾗｲｾﾝｽ対価専用実施権

専用実施権

リアルデータ
FB

資金調達
支援

創業期VC群

出資

支援対価
支払

対価支払・データ拡充

利用対価支払

継続的な
連携

個別データ基盤/評価資産利活用・FB

資金調達支援業社の例として
は、ベンチャー向けのFinancial 
Advisor業務を行っている企業

が考えられる他、事業化支援
部門としても、様々なVCのネッ
トワークを構築→この時点で、

投資家、事業パートナー共に、
グローバル展開の観点で、海
外主要プレイヤーとの接触が
肝要。（場合によって第1～第2
形態からこの点を考慮。）

Series Aファイナンスで企業価値
が少なくとも20億円以上となるこ
とを目指す（グローバル水準）



DATE

TITLE マテリアル課題の設計背景について

No. 21令和 ・7 8/22第4形態：売上につながる事業会社との連携

 創業期VCからの資金調達が完遂し、会社体制が安定するタイミングで、売上につながる協業事業会社との協業
交渉、大型共同開発費の獲得を目指し、さらなる企業価値向上に繋げる・・・事業化支援部門がこれを支援。

研究主体
アカデミア

データ中核基盤

知財

事業化支援
部門

利用対価支払

協業PR・協業
交渉支援

外部支援業者
（戦略コンサル等）

ﾃﾞｰﾀ利活用
ｲﾝﾃｸﾞﾚｰｼｮﾝ

個別
基盤

個別
基盤

・・・

専門知見

支援一部
委託

（費用支払）

スタートアップ

用途特化型アプリ

共同開発費
ﾗｲｾﾝｽ対価専用実施権

専用実施権

リアルデータ
FB

協業支援

創業期
VC群

出資

支援対価支払

協業
事業会社

共同開発費

紹介

対価支払・データ拡充

利用対価支払

継続的な
連携

個別データ基盤/評価資産利活用・FB

より戦略的にビジネス化
を支援する為、協業会社
との個別戦略を立案

VCのネットワークも活用し、事業
会社との協業可能性を探索



DATE

TITLE マテリアル課題の設計背景について

No. 22令和 ・7 8/22第5形態：グローバルVCからの資金調達

 将来の安定収入につながる事業会社との協業が確定した後、Series Cファイナンス相当でグローバルパスのある
VCから資金調達を実現し、企業価値の飛躍と、ビジネスのグローバル化に繋げる。

研究主体
アカデミア

データ中核基盤

知財

事業化支援
部門

利用対価支払

資金調達
交渉・PR

外部支援業者
（資金調達支援業社等）

ﾃﾞｰﾀ利活用
ｲﾝﾃｸﾞﾚｰｼｮﾝ

個別
基盤

個別
基盤

・・・

専門知見

支援一部
委託

（費用支払）

スタートアップ

用途特化型アプリ

共同開発費
ﾗｲｾﾝｽ対価専用実施権

専用実施権

リアルデータ
FB

資金調達支援

創業期
VC群

出資

支援対価支払

協業
事業会社

共同
開発費

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ
リードVC群

出資

対価支払・データ拡充

利用対価支払

継続的な
連携

個別データ基盤/評価資産利活用・FB

資金調達支援業社の例として
は、ベンチャー向けのFinancial 
Advisor業務を行っている企業

が考えられる他、事業化支援
部門としても、様々なVCのネッ
トワークを構築→日本国内だ

けでなく、如何にグローバルの
VCを引き込むかが肝要



DATE

TITLE マテリアル課題の設計背景について

No. 23令和 ・7 8/22第6形態：株式市場でのユニコーンとしてのIPO

 安定収益につながる事業会社との協業が深化し、さらにグローバルVCが出資参画することでグローバルに戦え
る会社として黒字化したタイミングで、ユニコーンIPO・・・IPO以降もアカデミアの保有株は維持し収益最大化。

研究主体
アカデミア

データ中核基盤

知財

事業化支援
部門

利用対価支払

IR活動

外部支援業者
（IPO/IR支援業社等）

ﾃﾞｰﾀ利活用
ｲﾝﾃｸﾞﾚｰｼｮﾝ

個別
基盤

個別
基盤

・・・

専門知見

支援一部
委託

（費用支払）

スタートアップ

用途特化型アプリ

共同開発費
ﾗｲｾﾝｽ対価専用実施権

専用実施権

リアルデータ
FB

IPO/IR支援

VC群
保有株式売却

協業
事業会社

一般
投資家

出資安定ビジネス収入

ｱｶﾃﾞﾐｱ
保有株式
一部売却

キャピタルゲイン収入

キャピタル
ゲイン
収入

対価支払・データ拡充

支援対価支払

継続的な
連携

キャピタルゲイン収入 個別データ基盤/評価資産利活用・FB

通常はスタートアップ自身のリ
テインによりIPO準備を行うが、

事業化支援部門もこれをサ
ポートできるようにし、グローバ
ルのでIPOの経験を構築

キャピタルゲイン収入の分配
方法については今後要議論

IPO市場は必ずしも日本市場に
限らず、グローバル視点で見る



DATE

TITLE マテリアル課題の設計背景について

No. 24令和 ・7 8/22第7形態：IPO以降、デカコーンになるまでの成長

 IPO以降、デカコーンになるまで一定程度株式保有継続し、安定的な収益源とする。

研究主体
アカデミア

データ中核基盤

知財

事業化支援
部門

利用対価支払

ﾃﾞｰﾀ利活用
ｲﾝﾃｸﾞﾚｰｼｮﾝ

個別
基盤

個別
基盤

・・・

スタートアップ

用途特化型アプリ

共同開発費
ﾗｲｾﾝｽ対価専用実施権

専用実施権

リアルデータ
FB

協業
事業会社

一般
投資家

出資安定ビジネス収入

ｱｶﾃﾞﾐｱ
保有株式

配当収入

対価支払・データ拡充

継続的な
連携

配当収入 個別データ基盤/評価資産利活用・FB

アカデミア保有株式の継続保
有により継続的な配当収入を
期待

配当収入



DATE

TITLE マテリアル課題の設計背景について

No. 25令和 ・7 8/22第0形態：将来の創業予備軍（発掘段階）

 第6〜7形態の成功事例を見て興味湧いた、次なる将来のユニコーン候補となるテーマを、これまでの成功・失敗
様々な事例に基づく知見を活用し、将来のテーマを育む。

研究主体
アカデミア

データ中核基盤

知財

事業化支援
部門

利用対価支払

ﾃﾞｰﾀ利活用
ｲﾝﾃｸﾞﾚｰｼｮﾝ

個別
基盤

個別
基盤

・・・

スタートアップ

用途特化型アプリ

共同開発費
ﾗｲｾﾝｽ対価専用実施権

専用実施権

リアルデータ
FB

協業
事業会社

一般
投資家

出資安定ビジネス収入

ｱｶﾃﾞﾐｱ
保有株式

配当収入

対価支払・データ拡充

継続的な
連携

配当収入

個別データ基盤/評価資産利活用・FB

配当収入

研究主体
アカデミア

知財

気軽な相談

ポテンシャル
テーマの発掘
創業指南

ネットワーク
の紹介

自由な利活用活用アドバイス

様々な成功・失敗事例を通じ、創業の楽しさ、
社会実装の重要性、一方でユニコーンにな
るために必要なサイエンスを育む



DATE

TITLE マテリアル課題の設計背景について

No. 26令和 ・7 8/22第1形態：創業前（起業予備軍）

 第0形態から触発され、ユニコーンに繋げられそうなビッグテーマを有する案件につき、十分に得られたキャピタ
ルゲインを原資に第1形態から始め、次なる新たなスタートアップ創出に繋げる。

研究主体
アカデミア

データ中核
基盤

知財

事業化支援
部門

事業化・起業指南
起業サポート
技術PoC
事業化研究開発
支援費用負担

用途特化型アプリ
インテグレート
利用料支払

外部支援業者
（戦略コンサル等）

ﾃﾞｰﾀ利活用
ｲﾝﾃｸﾞﾚｰｼｮﾝ

個別
基盤

個別
基盤

・・・

専門知見

支援一部
委託

（費用支払）

対価支払
国

（SIP）

個別データ基盤/評価資産利活用・FB

キャピタルゲインが原資となる為、
この独自資金で次の投資に繋げる



DATE

TITLE マテリアル課題の設計背景について

No. 27令和 ・7 8/22（参考）アメリカにおける起業環境・・・抜きん出ているアクセラレーターの数

 米国ではスタートアップ創業を支援するアクセラレーター・インキュベーターの数が他国と比して抜きん出ている
→我が国における「起業しない理由」の代表である「身近に相談できる人がいない」という状況が米国では少ない



DATE

TITLE マテリアル課題の設計背景について

No. 28令和 ・7 8/22育成プラットフォームを核としたエコシステム循環のイメージ

 育成プラットフォームを核に第1形態から第6形態まで育成し、ユニコーン〜デカコーンとなる第7形態を次々に生
み出す・・・このエコサークルを継続的に回し続けられるかが、エコシステム循環としての成功の鍵を握る。

第1
形態

第2
形態

第3
形態

第4
形態

第5
形態

第6
形態

第0
形態

第0
形態

・・・

マテリアル事業化
イノベーション

育成プラットフォーム

マクロトレンド

社会課題解決思考

ボトルネック課題視点

継続的に
インプット

グローバル人脈

トップクラス
産業・投資家ﾈｯﾄﾜｰｸ

外部支援業社群

魅力を感じて
インプット

入学

成功事例
への憧れ
＆学び

繋
が
る

世
界

第7
形態

卒業

エコシステム
へ還元第7

形態
・・・

成功事例を元に、事業化支援部門を通じてエコサークルの中に
いるプレーヤーへ、資金面・事業推進面・人脈面などの知見を
還元・・・還元することで、新たな事業の獲得にも繋がる



DATE

TITLE マテリアル課題の設計背景について

No.エコシステムとしての収益構造のイメージ（理想型としてのゴール） 令和 ・7 8/22 29

ハードインフラ
（有形・無形）

取得費

ハードインフラ
（有形・無形）

運営費

ソフトインフラ
運営費

ハードインフラ
利用料収入

ソフトインフラ
利用料収入

（不足分）

（不足分）

 エコシステム運営人材
 起業家教育
 創業支援
 コンテンツ配信

etc

 ハード運営人材
 インフラランニング費
 インフラメンテ費

（装置の日常メンテ等）
 インフラ消耗品費

etc
 インフラ取得費

（分析・評価装置）
（ｽｹｰﾙｱｯﾌﾟ装置）
（用途特化型ｱﾌﾟﾘ）
（知財）
（土地建物）

 インフラメンテ費
（投資必要なもの）

etc

支出 収入

運営にかかる費用は
利用料収入で賄う

（知財ライセンス収入
はこちら）

• ソフトインフラにおける投資
（創業時支援）や、ハードイン
フラ（有形・無形）の取得費を
用途特化型アプリ（等）による
収益で賄う・・・①国による投
資後、一定期間経過後に国へ
分割支払い→②エコシステム
としての一括取得

• インフラへの投資充実させて
エコシステムとしての価値向
上に務める

最低限のコストは
利用料収入で賄う

（余剰分）

収入が支出を上回る場合、配当として
の分配も可能・・・海外含む機関投資家
の投資対象になり完全自立できる

 エコシステムとして成立させるためには、経済的に自立するモデルにする必要・・・ソフトインフラ・ハードインフラ
の日常利用収益のみらず、スタートアップ支援による株式等による収益が必須→完全自立モデルを目指す。

まずサブ課題Cの各テーマが

ユニコーン化する場合におけ
る収益サイドの検討を行う



DATE

TITLE マテリアル課題の設計背景について

No. 30令和 ・7 8/22エコシステム形成の為に・・・「大学知財ガバナンスガイドライン」の順守・運用

 我が国アカデミア資産の有効活用と共に、適切な対価が循環し、我が国インフラとして健全な発展が肝要。

 この趣旨に則り、「大学知財ガバナンスガイドライン」の順守・運用を本課題で求めたい→株式対価の指針とす
る。



DATE

TITLE マテリアル課題の設計背景について

No. 31令和 ・7 8/22本第3期SIPでの課題構成

 本SIPでは用途特化型アプリの開発を核に、ユニコーンとなり得るようなスタートアップ候補シーズを支援すること
を通じてマテリアルユニコーン育成プラットフォームの構築を図り、もってエコシステムの形成を目指す

サブ課題C
マテリアルユニコーン

予備軍の創出
 ユニコーン予備軍の

開発支援

 用途特化型モジュー
ルの開発費用

サブ課題B
データ連携基盤技術

の確立
 PF/データ連携技術開

発
 データ資産/基盤ネッ

トワーク化

サブ課題A
エコシステム形成の為
のソフトインフラ整備
 運用共通ルール検討
 人材育成・情報発信

Layer①：伴走支援
・ビジネス化検討費用

Layer②：用途特化型アプリ
開発費用

 分析・データ基盤強化費
 専用評価設備取得費
 アプリ構築・検討費etc

Layer③：スタートアップ化
（Stage1→2）研究開発費用
 事業化開発推進費etc

サブ課題Cの各テーマ支援
の3Layer

注：記載の内容は検討中の内容を含んでおり、実施を保証するものではありません。

既にベンチャー化しているテーマ
についてはBRIDGE予算も活用



DATE

TITLE マテリアル課題の設計背景について

No. 32令和 ・7 8/22課題進捗管理（特にサブ課題C）：マテリアル産業におけるステージ論

Stage1
R&D

Stage2
開発

Stage3
生産技術

Stage4
本量産

Stage5
量産効率化

11~年5~年0年 15~年

魔の川

死の谷

ダーウィンの
海

基礎研究・特許取得

単
位

時
間

あ
た
り
に

必
要

な
資

金
量

20~年8~年

ヨット＝新事業 水＝事業をドライブ
する為の金・リソース 大型船＝100億円クラス以上

の事業

大企業が興味を持つステージ
空白になりがちなステージ＝

スタートアップのターゲットステージ
アカデミアステージ

数億円

数10億円

100億円〜



DATE

TITLE マテリアル課題の設計背景について

No. 33令和 ・7 8/22マテリアル関連事業における各ステージの解釈（ステージの概念はSIPマテリアル課題共通）

Stage 
1

Stage 
2

Stage 
3

Stage 
4

Stage 
5

基本的なコンセプトを確立するフェーズ
 Stage 5、すなわち最終形態におけるイメージが共有され、

科学的・論理的にそのコンセプトの成立性を確認している。

社会実装に向けた具体的な検証を行うフェーズ
 Stage 1におけるコンセプト確立に基づき、社会実装に向

けた具体的課題を特定し、それに向かってロールモデル
を一つ以上成立させようとしている。

社会実装に向けたスケールアップの方策を検討するフェーズ
 Stage 2におけるロールモデル仮説（具体事例）の検証から

一段進み、Stage 5を見据えた上で、当該ロールモデルが
Stage 5で定義される如く「回る」為に必要な全ての検証がな
されている。

社会実装の拡大・浸透に向けグロースさせるフェーズ
 Stage 2〜3で成立したロールモデルの拡大＆横展開を積

極的に行い、普及を図ろうとしている。

最終形態・安定的にシステムが回り、自立成長するフェーズ

 安定的なエコシステムや収益モデルが回っており、さら
に、自立成長する為に、Stage 1フェーズの技術・アイデア
を生み出している。

ステージの概念 マテリアル産業の新事業創出における解釈

科学的な理論の確立・PoCの完了
 原理原則が同定され、基本特許を取得
 想定市場に対するうれしさを確認
 初期的な事業シナリオの確立
 顧客からの初期的な研究開発費獲得

想定市場・顧客に向けた具体検討
 Stage 1で想定した市場の具体顧客獲得
 想定顧客に向けた開発＆スペックイン
 顧客からの研究開発費含む数億円の売上

量産の為の生産技術をビジネスモデルの確立
 量産の為の生産技術の確立

 検証する生産技術に応じたコストに基づく、
ビジネスモデル＆サプライチェーンの検討

 二桁億円の売上が見える

初号ラインからのL/O＆キャッシュフロー黒字化
 初号量産ラインからの製品L/O
 はじめて単年ベースでキャッシュフローが黒

字化・・・グロース期に突入
 二桁億円の半ば以降の売上達成

安定拡大再生産フェーズ
 一定程度の資本力をもって拡大再生産
 さらに新しい事業の柱を検討し始める時期
 三桁億円の売上達成

個別研究テーマ



DATE

TITLE マテリアル課題の設計背景について

No.売上200-300億円の事業への資金調達シナリオとステージ論の関係

Stage 1 Stage 2 Stage 3 Stage 4 Stage 5

令和 ・7 8/22 34

上述でも資金調達総額は200億円弱であるため、上述が最低ラインであることに留意



DATE

TITLE マテリアル課題の設計背景について

No.Readiness Levelモデルに基づくレベル・ステージ整理：Technology（TRL） 令和 ・7 8/22 35

Stage 1
Stage 2

Stage 3
Stage 

4
Stage 

5

Stage 1：基本的なコンセプトの確立
 圧倒的なサイエンスに基づく、Only 1/No.1技術とし

て特許取得・論文発表されている。
 想定市場向けのうれしさを検証するためのPoCが

実施されている。

Stage 2：社会実装に向けた具体的検証
 想定顧客と具体的なスペックについての議論がな

されている。

 想定スペックを満たす為の量産についての生産技
術の要素検討が進んでいる。

Stage 3：スケールアップ方策の検討
 Stage2での検討に基づき、想定顧客との採用を想

定した共同検討が開始している。

 生産技術開発の為のエンジニアリングデータの取
得を開始している。

Stage 4：拡大・浸透の為のグロース
 初号量産ラインにおいてスペックイン完了は当然

の事ながら、故障モード予測含め品質の作り込み
が完了している。

 初号量産ラインでの少量量産が始まる。

Stage 5：最終形態・エコシステムの回転
 Stage 4で検出される様々な品質トラブルや流動上

の様々な課題に対し解決策を見出し、効率生産・
原価低減に向けた取り組みが加速している。

Stage 各Stageにおける状態



DATE

TITLE マテリアル課題の設計背景について

No.Readiness Levelモデルに基づくレベル・ステージ整理：Business（BRL） 令和 ・7 8/22 36

Stage 1
Stage 2

Stage 3
Stage 

4
Stage 

5

Stage 1：基本的なコンセプトの確立
 どの市場を目指すべきかマクロトレンドから入り、

初期に想定される顧客候補含め、具体的なター
ゲットが感じる「うれしさ」を定義できている。

 初期的なビジネスモデル仮説が構築できる。

Stage 2：社会実証に向けた具体的検証
 Stage 1の仮説に基づき、候補となる顧客からの具

体的な引き合いや、商談に進む。

 サンプル提供を通じ、技術要素だけでなく、事業上
必要な要素についての課題出しが完了している。

Stage 3：スケールアップ方策の検討
 顧客と量産想定における様々なステップについて

合意し、サプライチェーン全体におけるポジショニ
ングを理解した上で、ビジネスモデルが構築される。

 様々な納入仕様に関する検討が推進する。

Stage 4：拡大・浸透の為のグロース
 納入仕様・品質使用に関する顧客合意が完了し、

Stage 3で構築された収益計画に基づき販売が実
行される。

 他顧客へ一気に横展開を進める。

Stage 5：最終形態・エコシステムの回転
 顧客需要に応じ、安定的な収益が確保され、顧客

との深い関係構築により、確実に関係が外されな
い強固な絆を構築している。

Stage 各Stageにおける状態



DATE

TITLE マテリアル課題の設計背景について

No.Readiness Levelモデルに基づくレベル・ステージ整理：Human（HRL） 令和 ・7 8/22 37

Stage 1
Stage 2

Stage 3
Stage 

4
Stage 

5

Stage 1：基本的なコンセプトの確立
 事業イメージを固め、コアとなる起業家が、技術を

有する研究者等と組み、初期事業シナリオを構築
する。明確な起業家マインドが形成される。

 将来の事業イメージや夢について共有を行う。

Stage 2：社会実装に向けた具体的検証
 技術者を中心とするスタートアップ初期の陣容が

確立する。一方でマテリアルビジネスの要諦を皆
が理解している。

 概ね10人〜20人程度の組織となる。

Stage 3：スケールアップ方策の検討
 シニア中心とするスケールアップのプロを巻き込み

ながら、自社だけでなく、様々なステークホルダー
を巻き込んでプロジェクトを推進する。

 組織は50人程度となってくる。

Stage 4：拡大・浸透の為のグロース
 シニア中心とする製造オペレーションのプロを巻き

込みながら、会社が大きく成長する為の組織
フェーズへ移行する。

 組織は100人が直近となる。

Stage 5：最終形態・エコシステムの回転
 100人を超える組織となり、当初の起業家マインド

を維持しつつ、その会社のカルチャーが醸成。
 Stage1〜4を全て経験した人材が産まれ、次世代

の事業創出へ繋げている。

Stage 各Stageにおける状態



DATE

TITLE マテリアル課題の設計背景について

No.IPOまでのマイルストーン 令和 ・7 8/22 38

TRL

BRL

HRL

Series A
Pre Val. (           )億円

( )年

IPO
Pre Val. (           )億円

( )年

Series C
Pre Val. (           )億円

( )年

Series B
Pre Val. (           )億円

( )年

• XXX

• XXX

• XXX

• XXX

• XXX

• XXX

• XXX

• XXX

• XXX

• XXX

• XXX

• XXX

その他 • XXX • XXX • XXX • XXX



DATE

TITLE マテリアル課題の設計背景について

No.定例報告フォーマット 令和 ・7 8/22 39

TRL

BRL

HRL

今回報告事項
（前回定例からの進捗及び課題）

Series A
Pre Val. (           )億円

( )年

2024年度
目標（計画）

• XXX

• XXX

• XXX

• XXX

• XXX

• XXX

• XXX

• XXX

• XXX

その他 • XXX • XXX • XXX
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